H22.1２.1(水)
危機管理課

島根県における高病原性鳥インフルエンザ
の疑似患畜への対応について
１．発生農場の概要
・発生状況：29日朝　農場主が５羽の死亡を確認
・発生場所：島根県EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(やすぎ),安来)市
・飼育状況：採卵鶏（成鶏２万羽、育雛３,３００羽）
２．国の対応
29日　農水省に鹿野大臣を本部長とする高病原性鳥インフルエンザ
　　　　防疫対策本部を設置・開催し今後の対処方針を決定
同日夕　３０羽の死亡が確認されたため疑似患畜と決定
３．島根県の対応
29日午前　島根県家畜衛生部が簡易検査で5羽中３羽陽性確認
20:30　　PCR検査で高病原性鳥インフルエンザの疑い（H5亜型）
　→（独）動物衛生研究所に検体を搬送（結果については
12月1日夜に判明する見込み）
30日午後　発生農場の鶏の殺処分を実施
４．県の対応
＜11月30日（火）の対応＞
（畜産振興課）
・緊急防疫会議を開催（13:30～中央家畜保健衛生所）
・監視活動の「再再再徹底」について家保が農場へ連絡
・各農場の消毒作業を実施する場合は四国4県が連携のうえ実施（予定）
　　　※続発等の状況が発生すれば実施　
（鳥獣対策課）
・現在の野鳥のサーベイランスは「警戒レベル２」
※今後、『レベル３』への引き上げは有り得る（環境省確認）
※レベル３になっても監視活動等、対応についてはこれまでどおり
（私学・大学支援課）
・私立学校での鳥の飼育状況を再確認し、注意喚起を実施
（スポーツ健康教育課）
・県立学校へ注意喚起を実施
・市町村立学校への注意喚起について市町村教委へ通知
（危機管理課）
・市町村へ野鳥や愛玩鳥等に対する注意喚起
・消防、警察へ情報提供
・県民への情報提供（県HPトップ）
＜12月1日（水）の対応＞
・部局連絡員会議を開催（11:40～12:00　防災作戦室）
　　防疫措置の流れ、作業の説明及び本部設置について確認
　　連絡・動員体制の再確認
